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低血糖

低血糖とは、糖尿病を薬で治療されている方に高い頻度でみられる緊急の状態です。

一般に、血糖値が 70mg/dL 以下になると、人のからだは血糖値をあげようとします。また、血糖値が 50mg/dL 未満

になると、脳などの中枢神経がエネルギー（糖）不足の状態になります。その時にでる特有の症状を、低血糖症状と
いいます。人によっては、血糖値が70mg/dL以下でなくても治療などによって血糖値が急激に大きく下がることでも、

低血糖症状がでることがあります。逆に、血糖が 70mg/dL より低くなっても、症状が出ない方もいますので注意が

必要です。

・低血糖症状があってもなくても、血糖値が 70mg/dL より低い場合

・血糖値が 70mg/dL より高くても、低血糖症状のある場合

糖尿病の薬の中には、低血糖を起こす可能性が高いものと、そうでないものがあります。ご自分の薬が低血糖を起こ

す可能性が高いかどうか、確認しておきましょう。

◎低血糖の診断
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低血糖とは

ある種類の血糖値を下げるお薬を使用すると、血糖値が低くなる副作用（低血糖）の起こる可能性がどうしてもあり

ます。血糖値を下げる薬を使用しているかたは、低血糖についてよく知っておきましょう。
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そして血糖値が 50mg/dL よりも低くなると、昏睡（こんすい）など意識のない危険な状態（重症低血糖）になって

しまうことがあります。

これはたいへん深刻な状態で、命に危険が及ぶことがあります。低血糖になった時は、できるだけ早い段階ですみや

かに対応をしなければなりません。

図 1：低血糖の症状

血糖値がおよそ 70mg/dL 以下になると、「交感神経症状」があらわ

れます。

さらに血糖値が下がり 50mg/dL 程度になると、「中枢神経症状」が

あらわれます。

ただし、普段から低血糖がよく起こる方や、低血糖症状の自覚が少

ない方は、「汗をかく」などの交換神経症状がでないまま、無自覚性
低血糖になることがあります。
無自覚性低血糖とは、自覚症状が無いまま、以下の状況になること

をいいます。

・血糖値を測ったら 60mg/dL 程度まで低下していることに気づく

・血糖値が 50mg/dL より低く、突然さらに重い中枢神経症状が出る
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低血糖の症状

低血糖の時には、その値に応じて、からだに様々な低血糖症状があらわれます（図 1：低血糖の症状）。

低血糖の原因

低血糖になる原因は、いくつか考えられます。

・食事の量や炭水化物の不足

・薬を使ったあとの食事時間の遅れ

・運動の量や時間が多い時の運動中、運動後

・空腹での運動

・インスリン注射や飲み薬の量が多かった

・飲酒

・入浴

など
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低血糖が起きた時の対応

重症低血糖の場合は、本人の意識がはっきりせず、ブドウ糖を飲み込むのが難しい場合があります。

その場合は、無理にブドウ糖を飲ませると、誤嚥（ごえん）や窒息の原因になります。周りの方は、ブドウ糖や砂糖

を水で溶かして、口唇と歯肉の間に塗り付け、すぐに救急車を呼び、医療機関へ行きましょう。意識がはっきりしな

い状態にまでなった深刻な低血糖は、一時的に血糖値が改善してもそのあとにまた血糖が下がり、同じ症状が出る可

能性が高いです。低血糖が続く場合も、必ず医療機関で診察を受けてください。

低血糖でブドウ糖を口からとれないなど本人が対応できない状況の場合、ご家族など周りの方が血糖値を上げるため

にグルカゴン製剤（注射薬または点鼻薬）を使う方法があります。

具体的な適応や使用方法については医療機関に問い合せ、指導を受けてください。

◎ご自身で「低血糖かも？」と感じたときの対応

図 2：低血糖の対応

◎ご本人の意識がはっきりせず周囲が気づいた時の対応

低血糖を経験してしまったら、あとから低血糖になった原因を確認し、原因を解決する事が大切です。

これが、今後の低血糖を予防するためのヒントになります。

主治医や医療スタッフと一緒に考えましょう。

◎低血糖の経験を振り返る
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低血糖の予防・日頃からできること

◎予防が大切

以前の低血糖の経験から、低血糖になりやすい状況を知り、低血糖にならないような工夫をしましょう。状況によっ

ては、主治医と、食事療法や薬の量などについて相談をしましょう。

◎運動時の低血糖予防

運動時に低血糖になりやすい方は、空腹時の運動は控えましょう。長時間続ける場合や、負荷の多い運動の前や途中

で、可能な方は血糖値を測りましょう。

特に、1型糖尿病の方、インスリンを使用されている方、SU薬を使用されている方は必要に応じて補食をとりましょ

う。詳しくは「糖尿病と運動のはなし」をご覧ください。

◎運転をされる方へ

糖尿病の方で、車などを運転する方は、車にブドウ糖やブドウ糖を多く含む食品を必ず常備しておきましょう。運転

中に低血糖になり、事故につながるケースがあります。無自覚性低血糖があり、ご自分で血糖値をコントロールでき

ない場合は、運転をしてはいけません。運転中に低血糖の気配を感じたら、ハザードランプを点滅させ、すぐに車を

路肩に停車します。そして、すぐにブドウ糖やブドウ糖を多く含む食品をとってください。運転は、症状が改善した

後に再開してください。低血糖を起こしやすい方は、空腹時の運転は避けるか、何か糖分を含むものをとってから運

転するとよいでしょう。

◎もしものときに備えて

糖尿病患者であることを示す「糖尿病患者用 IDカード（緊急連絡用カード）」があります。いざという時のために財

布などに入れて持ち歩くことができます。必要な方は医療機関でお申し出ください。

図 3：糖尿病患者用 IDカード （緊急連絡用カード）
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